
この広報は、社協会費と共同募金配分金事業によって発行しております。

2015.8  No.55
編集・発行

ホームページ
E-mail

社会福祉法人 玉城町社会福祉協議会
〒519-0433 玉城町勝田4876-1
TEL 0596-58-6915 / FAX 0596-58-6916
http://tamasya.or.jp/
tamasya@amigo2.ne.jp

元
気
で
す
た
ま
き
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
　
第
４
期
始
動

　
委
員
会
は
、
８
年
目
を
迎
え
４
期

目
の
ス
タ
ー
ト
を
き
り
ま
し
た
。

４
月
22
日
、
第
１
回
の
定
例
会
の

前
に
『
委
嘱
式
』
を
行
い
、
田
村
禎

章
先
生
（
ユ
マ
ニ
テ
ク
医
療
福
祉
大

学
校
）
を
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
11
名
の

方
に
辻
村
会
長
か
ら
委
嘱
状
を
お
渡

し
し
ま
し
た
。

今
期
か
ら
新
た
に
地
元
障
害
者
施

設
や
防
災
組
織
の
代
表
も
加
わ
り
、

玉
城
町
に
住
む

人
・
働
く
人
様
々

な
分
野
か
ら
組

織
さ
れ
、
こ
れ

ま
で
の
活
動
を

基
に
、
更
に
多

く
の
方
に
関
わ

っ
て
い
た
だ
け

る
よ
う
、
自
分

た
ち
に
出
来
る

こ
と
を
一
つ
ず

つ
み
な
さ
ん
と

共
に
積
み
重
ね

て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

委嘱式
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平
成
26
年
度
は
当
協
議
会
が
法
人
と

な
っ
て
30
年
目
の
年
と
な
り
、
事
業
を

進
め
る
中
で
多
く
の
方
か
ら
ご
支
援
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

　
地
域
や
社
会
と
の
つ
な
が
り
が
希
薄

化
し
助
け
あ
い
支
え
あ
う
仕
組
み
が
失

わ
れ
つ
つ
あ
る
な
か
で
、
顕
在
化
し
た

ニ
ー
ズ
を
把
握
し
、
支
援
策
と
し
て
計

画
策
定
し
た
「
地
域
ふ
く
し
力
向
上
計

画
」
を
推
進
し
、
今
年
度
３
年
目
の
最

終
年
度
と
な
り
ま
し
た
。
引
き
続
き
次

期
計
画
に
も
、
あ
い
さ
つ
運
動
の
継
続

的
な
展
開
を
は
じ
め
、住
民
が
集
う
場
、

イ
ベ
ン
ト
な
ど
に
も
積
極
的
に
参
加

し
、
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
の
機
会
を

創
出
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

　
そ
の
他
の
事
業
と
し
て
、
在
宅
介
護

分
野
に
お
い
て
は
地
域
内
の
施
設
の
充

足
も
進
み
、
介
護
報
酬
の
収
入
減
の
幅

が
広
が
っ
て
い
ま
す
。
一
方
、
障
が
い

者
支
援
に
お
い
て
は
障
が
い
者
・
児
へ

の
相
談
支
援
事
業
を
開
始
し
、
町
と
協

力
し
合
っ
て
新
た
な
障
が
い
者
福
祉
施

策
に
取
り
組
み
は
じ
め
た
と
こ
ろ
で

す
。

　

元
気
バ
ス
運
行
も
６
年
を
経
過
し
、

東
京
大
学
大
学
院
と
の
共
同
研
究
の
集

大
成
と
な
る
高
齢
者
医
療
費
へ
の
効
果

が
実
証
さ
れ
、
ま
す
ま
す
安
心
し
て
暮

ら
し
や
す
い
町
の
実
現
の
た
め
、
そ
の

一
助
と
な
っ
て
い
る
こ
と
も
分
か
っ
て

き
ま
し
た
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
当
初
掲
げ
た
事
業

を
予
定
ど
お
り
進
め
る
こ
と
が
で
き
、

本
会
へ
の
一
段
の
理
解
を
得
ら
れ
た
と

考
え
て
い
ま
す
。

　
平
成
26
年
度
の
事
業
内
容
に
つ
い
て

は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

１
．
法
人
運
営

法
人
運
営
の
経
営
体
制
の
強
化

理
事
会
・
評
議
員
会
開
催

社
会
福
祉
協
議
会
会
員
制
度
等
の
推
進	

社
会
福
祉
協
議
会
の
役
割
や
活
動
周
知

①『
元
気
で
す
た
ま
き
ま
つ
り
』の
開
催

６
月
1
日
（
日
）
開
催
。

②
普
及
宣
伝

•

広
報「
た
ま
き
社
協
だ
よ
り
」発
行

•

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
の

活
用

役
員・職
員
等
の
資
質
向
上
研
修
の
取
り

組
み

各
種
関
係
機
関
・
団
体
と
の
連
携
強
化

①
民
生
委
員
児
童

委
員
協
議
会
活
動

民
生
委
員
・
児
童

委
員
33
名
、
主
任

児
童
委
員
２
名

②
福
祉
協
力
員
の

　
活
動　
21
名

③
福
祉
５
団
体
の
会

員
状
況

２
．
地
域
福
祉
事
業
の
推
進

身
近
な
地
域
で
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
享
受

で
き
る
地
域
づ
く
り
（
老
人
福
祉
活
動

事
業
）

①
高
齢
者
サ
ロ
ン 

町
内
7
か
所（
13
字
区
）

② 

ほ
の
ぼ
の
便
（
安
否
確
認
）

利
用
人
数
：
１
３
４
名

③
歳
末
援
護
事
業
（
ま
ご
こ
ろ
弁
当
） 

利
用
人
数
：
１
４
７
名

④
ホ
ッ
と
サ
ー
ク
ル（
介
護
者
の
つ
ど
い
）

年
３
回
開
催

延
べ
参
加
人
数
：
30
名

⑤
ぴ
ん
の
会（
独
居
高
齢
者
支
援
事
業
）

年
12
回
開
催

延
べ
参
加
人
数
：
２
８
５
名

⑥
給
食
サ
ー
ビ
ス　
年
19
回
配
食

延
べ
利
用
者
数
：
４
４
３
名

⑦
楽
笑
会
（
ら
く
し
ょ
う
か
い
）

３
地
区
開
催
（
外
城
田
地
区
、
有
田

地
区
、
下
外
城
田
地
区
）

外
城
田
地
区
参
加
人
数
：
77
名

有
田
地
区
参
加
人
数
：
49
名

下
外
城
田
地
区
参
加
人
数
：
52
名

積
極
的
に
社
会
参
加
で
き
る
環
境
づ
く

り
（
福
祉
育
成
・
援
助
活
動
事
業
）

①
元
気
で
す
た
ま
き
事
業

•

委
員
会
の
運
営　
定
例
会
12
回
開
催

•

あ
い
さ
つ
強
化
運
動（
毎
月
第
３
火
曜
日
）

•

元
気
で
す
た
ま
き
オ
リ
ジ
ナ
ル
体
操
推
進

•

健
康
し
あ
わ
せ
委
員
会
と
の
協
働
活
動

•

地
域
福
祉
座
談
会
の
開
催（
玉
城
中
学
校
）

•

地
域
福
祉
活
動
計
画
（
２
期
目
）
の
策
定

•

お
せ
っkai

た
ま
き
婚
活
イ
ベ
ン
ト
開
催

７
月
５
日
開
催

②
車
い
す
貸
出
事
業　
61
件

平
成
26
年
度
を
振
り
返
っ
て

会員区分 会員口数 会　費

個人会員 300円/口 1,942口 582,600円

団体会員 5,000円/口 70口 350,000円

賛助会員 10,000円/口 32口 320,000円

計 1,252,600円

寄付金額 2,728,844円

チャリティーバザー収益額 55,850円

団体名 会員数
玉城町老人クラブ連合会 1,767名
玉城町身体障害者福祉会 174名
玉城町遺族会 304名
玉城町母子寡婦福祉会 31名
玉城町手をつなぐ親の会 22名

平
成
26
年
度 

社
会
福
祉
法
人 

玉
城
町
社
会
福
祉
協
議
会
事
業
報
告

熊野古道ふれあいウォーキング
ゴールの様子



3

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
及
び
福
祉
教
育
の

推
進（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
育
成
事
業
）

①
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
養
成
、
登
録
者
の

拡
充
と
活
動
支
援

●
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
活
動
の
充
実

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
登
録
者
数：４
０
１
名

•

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
会
議
の
開
催

•

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
へ
の
支
援
（
19

団
体
）

•

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
交
流
事
業
の
開
催

•

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座
の
開
催

（
お
も
ち
ゃ
ド
ク
タ
ー
）

●
ふ
れ
あ
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
（
ち
ょ
こ

っ
と
有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）

登
録
利
用
者
人
数
：
12
名

延
べ
利
用
回
数
：
２
６
９
回

②
児
童
生
徒
の
福
祉
意
識
の
高
揚

●
福
祉
体
験
教
室
の
開
催

●
福
祉
協
力
校
の
育
成
及
び
活
動
へ
の

助
成　
４
０
１
，
４
２
３
円
（
小
中

学
校
５
校
）

•

福
祉
協
力
校
連
絡
会
の
開
催

●
児
童
生
徒
の
福
祉
参
画
促
進

③
子
育
て
サ
ロ
ン

延
べ
参
加
人
数
：
３
３
０
名

④
ふ
く
し
を
支
え
る
勉
強
会

平
成
27
年
３
月
15
日
開
催

障
が
い
者
の
自
立
と
社
会
参
加
の
促
進

（
障
が
い
児
・
者
福
祉
活
動
事
業
）

•

は
っ
ぴ
ぃ
サ
ー
ク
ル

年
５
回
開
催

延
べ
参
加
人
数
：
56
名

３
．
相
談
・
援
助
事
業

福
祉
相
談
機
能
の
充
実
強
化

•

心
配
ご
と
相
談　
12
件

•

窓
口
総
合
相
談　
32
件

低
所
得
者
世
帯
の
生
活
安
定
事
業

•

貸
付
相
談
数　
22
件

•

生
活
福
祉
資
金
貸
付　
24
件

•

町
世
帯
更
生
資
金
貸
付　
16
件

福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
に
関
す
る
相
談
援

助
事
業

①
地
域
福
祉
権
利
擁
護
事
業

利
用
人
数
：
10
名

４
．
受
託
事
業
の
運
営
バ
ス
事
業

①
研
修
バ
ス

利
用
件
数
：
２
７
７
件

②
福
祉
バ
ス

延
べ
利
用
人
数
：
２
，
２
９
１
名

③
元
気
バ
ス

登
録
者
数
：
１
，
３
３
５
名

延
べ
利
用
者
人
数
：
２
６
，
４
８
７
名

④
す
ま
い
る
バ
ス
（
介
護
予
防
事
業
参

加
者
へ
の
移
動
支
援
バ
ス
）

延
べ
利
用
者
人
数
：
１
，
５
４
４
名

各
種
福
祉
団
体
事
業
の
運
営

Ｉ
Ｃ
Ｔ
ふ
る
さ
と
元
気
事
業
の
運
営 

①
日
本
赤
十
字
社
募
金
（
５
月
）

１
，
７
７
５
，
６
０
０
円

②
共
同
募
金
・
歳
末
助
け
合
い
募
金

　
（
10
月
～
12
月
）

１
，
９
１
７
，
６
１
５
円

③
災
害
義
援
金

※
日
本
赤
十
字
を
通
じ
て
送
金

•

東
日
本
大
震
災
義
援
金

２
８
，
０
０
０
円

（
元
気
で
す
た
ま
き
ま
つ
り
よ
り
）

•

桜
ま
つ
り
チ
ャ
リ
テ
ィ

ー
バ
ザ
ー
収
益
金
よ
り

　
（
送
金
先
は
下
記
の
と
お
り
）

６
．
在
宅
福
祉
事
業
の
運
営

介
護
保
険
事
業
の
推
進
と
実
績

①
居
宅
介
護
支
援
事
業

ケ
ア
プ
ラ
ン
作
成
１
，
８
７
２
件

②
通
所
介
護
支
援
事
業

延
べ
利
用
者
人
数
：
９
，
０
４
６
名

③
訪
問
介
護
支
援
事
業

延
べ
利
用
者
人
数
：
８
，
２
８
４
名

障
害
者
支
援
事
業
の
取
り
組
み
と
実
績 

①
生
活
介
護
事
業　
夢
工
房
た
ま
き

延
べ
利
用
者
人
数
：
２
，
９
８
５
名

②
相
談
支
援
事
業　
み
ら
い
（
平
成
27

年
２
月
事
業
所
開
所
）

利
用
者
人
数
：
21
名

③
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス

延
べ
利
用
者
人
数
：
９
３
０
名

移
送
サ
ー
ビ
ス
支
援
事
業

①
福
祉
有
償
運
送
事
業 

延
べ
利
用
者
人
数
：
１
，
９
８
６
名

７
．
地
域
住
民
か
ら
の
ニ
ー
ズ
事
業

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事
業

延
べ
作
業
人
数
：
２
，
１
９
８
名

災害義援金 金額
東日本災害義金 10,000円
南木曽町豪雨災害義援金 10,000円
京都府、兵庫県豪雨災害義援金 10,000円
長野県神城断層地震災害義援金 10,000円

平成26年度 玉城町社会福祉協議会収支決算

前期繰越
90,643,511円

24.3%
介護保険
事業収入

136,522,432円
36.6%

障害福祉サービス事業収入
30,514,740円 8.2%

町補助金・助成金 13,986,000円 3.7%
町受託金 30,833,920円 8.2%県受託金 170,000円 0.1%

共募・日赤金配分金
1,864,463円 0.5%

会費 1,252,600 円 0.3%

寄付金・事業収入・
その他

4,108,418円 1.1%
シルバー人材  　　

センター
事業収入　

63,279,121円
17.0%

障害福祉　　　
サービス事業

　30,325,296円
8.1%

介護保険事業
（通所介護・訪問介護・
　　　　居宅介護支援）

　　　　　124,103,176円 
　　　　　33.2%

法人 38,819,889円 10.4%
福祉バス事業 9,145,553円 2.4%

元気バス事業
20,426,903円 5.5%

シルバー人材
センター事業
62,942,567円 16.9%

次期繰越
87,227,402円

23.4%

収　入
373,175,205円

支　出
373,175,205円

その他の支出事業
184,419円 0.1%
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元
気
で
す
た
ま
き
ま
つ
り
開
催

　
今
年
も
地
域
力
・
福
祉
力
に
満
ち
溢

れ
た
元
気
な
玉
城
を
Ｐ
Ｒ
し
よ
う
と
6

月
7
日
、
町
保
健
福
祉
会
館
で
「
元
気

で
す
た
ま
き
ま
つ
り
」（
主
催
：
元
気

で
す
た
ま
き
ま
つ
り
実
行
委
員
会
、
共

催
：
玉
城
町
、
協
賛
：
玉
城
町
商
工
会
）

を
開
催
し
ま
し
た
。

　
今
年
度
の
ま
つ
り
の
テ
ー
マ
は
、『
み

ん
な
で
広
が
る
た
ま
き
の
和
』。

町
内
外
か
ら
福
祉
関
係
団
体
、
地
域
活

動
団
体
等
の
参
加
を
得
る
こ
と
が
で

き
、
今
年
の
参
加
数
は
、
約
60
団
体
。

少
し
ず
つ
参
加
団
体
が
増
え
て
い
ま

す
。

　
今
年
も
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
福
祉
団

体
の
み
な
さ
ん
の
協
力
の
も
と
、
来
場

者
の
み
な
さ
ん
と
の
出
会
い
・
つ
な
が

り
、
様
々
な
福
祉
活
動
に
ふ
れ
る
機
会

を
催
す
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
の
方
ま
で
催
し

に
幅
広
く
参
加
い
た
だ
け
る
よ
う
、
実

行
委
員
会
を
設
置
し
企
画
し
ま
し
た
。

新
し
い
催
し
の
シ
ニ
ア
カ
ー
の
試
乗
体

験
は
、
小
さ
い
子
供
た
ち
が
楽
し
そ
う

に
係
の
方
と
乗
っ
た
り
、
ま
た
、
高
齢

者
の
方
に
は
福
祉
用
具
の
体
験
と
し
て

試
乗
頂
い
て
い
ま
し
た
。

　
ま
つ
り
当
日
、
鮮
や
か
な
色
彩
の
看

板
が
ま
つ
り
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
夢
工
房
た
ま
き
の
利
用
者

の
み
な
さ
ん
が
、
創
作
活
動
の
時
間
に

取
り
組
ん
だ
も
の
で
す
。

社
会
参
加
の
一
環
と
し
て
、
自
分
た
ち

に
出
来
る
看
板
作
り
を
考
え
、
い
つ
も

作
製
し
て
い
る
さ
を
り
織
の
布
も
使
っ

て
、
自
分
た
ち
ら
し
い
も
の
が
出
来
上

が
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
自
分
た
ち
に
出
来
る

活
動
の
場
を
模
索
し
な
が
ら
、
地
域
の

つ
な
が
り
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　
民
生
児
童
委
員
協
議
会
に
よ
る
そ
う

め
ん
の
振
る
舞
い
は
、「
流
し
そ
う
め

ん
」
風
に
用
意
い
た
だ
き
、
夏
の
風
情

も
感
じ
ら
れ
る
催
し
も
多
く
の
方
に
喜

ば
れ
て
い
ま
し
た
。

　
他
に
会
場
内
で
は
、
ネ
パ
ー
ル
地
震

の
救
援
・
復
興
支
援
の
募
金
箱
を
設
置

し
、
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ビ
ン
ゴ
参
加
費
で

得
た
収
益
と
合
わ
せ
て
３
７
，
６
７
３

円
、
日
本
赤
十
字
社
を
通
じ
て
、
被
災

地
に
贈
り
ま
し
た
。

ま
つ
り
の
内
容
を
次
の
よ
う
に
紹
介
し

ま
す
。

※
元
気
で
す
た
ま
き
ま
つ
り

は
、
共
同
募
金
配
分
金
に
よ
っ

て
、
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

オープニング「元気ですたまき」体操

共同募金 UMOU プロジェクト啓発の様子そうめん振る舞いの様子

「私たちが作りました」元気ですたまきまつり看板
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民
生
委
員
災
害
ア
ン
ケ
ー
ト
コ
ー
ナ
ー

エ
コ
ア
ー
ト
『
た
ま
き
人び

と

』
パ
ネ
ル
完
成
！

項　　目 平成26年度 平成27年度
はい いいえ 合計 はい いいえ 合計

1 自分の地区の避難場所を知っていま
すか。

80.5% 19.5% 164 74.8% 25.2% 250132 32 187 63

2 災害時の非常持ち出し袋の用意と点
検ができていますか。

59.9% 40.1% 167 40.0% 60.0% 255100 67 102 153

3 家族との連絡が取れるようになって
いますか。

82.1% 17.9% 156 78.7% 21.3% 258128 28 203 55

4 自宅の耐震診断ができてています
か。

45.8% 54.2% 153 32.3% 67.7% 25170 83 81 170

5 となり近所の人と会話しています
か。（あいさつ、日常会話など）

96.5% 3.5% 142 89.5% 10.5% 248137 5 222 26

6 家具の固定をしていますか。 39.5% 60.5% 172 33.3% 66.7% 24668 104 82 164
（単位：人）

　

民
生
・
児
童
委
員
協
議
会
で
は
、

平
成
23
年
度
か
ら
災
害
に
関
す
る
ア

ン
ケ
ー
ト
コ
ー
ナ
ー
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
５
年
目
と
な
る
今
年
は
、
昨

年
の
５
割
増
の
方
に
回
答
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
毎
年
、
徐
々
に
防
災

へ
の
取
り
組
み
や
意
識
が
高
い
傾
向

に
あ
り
ま
し
た
が
、
今
年
は
、
過
去

の
中
で
、
一
番
低
い
結
果
と
な
り
意

識
や
関
心
度
が
薄
れ
て
き
た
こ
と
が

伺
え
ま
す
。「
非
常
袋
の
用
意
と
点

検
」
で
は
、「
は
い
」
と
答
え
た
方

は
４
割
で
、昨
年
と
逆
転
し
ま
し
た
。

「
自
宅
の
耐
震
診
断
」
に
於
い
て
は
、

３
割
強
に
留
ま
っ
て
い
ま
す
。「
近

所
と
の
会
話
・
挨
拶
」
は
、
10
人
に

１
人
は
、
挨
拶
し
て
い
な
い
こ
と
が

分
か
り
ま
し
た
。
東
日
本
大
震
災
か

ら
時
が
た

ち
、
意
識
の

高
か
っ
た
昨

年
を
ピ
ー
ク

に
薄
れ
て
き

た
の
な
ら
、

見
直
す
時
期

に
き
た
と
言

え
ま
す
。

　
会
場
内
で
は
、
元
気
で
す
た
ま
き
委

員
会
が
提
唱
す
る“

た
ま
き
人び

と

〝
の

文
字
を
パ
ネ
ル
に
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
キ

ャ
ッ
プ
を
貼
っ
て
作
り
上
げ
る
コ
ー
ナ

ー
を
設
け
、
啓
発
に
努
め
ま
し
た
。

“

た
ま
き
人び

と

〝
は
、
玉
城
町
に
お
住

ま
い
の
方
、
玉
城
町
で
働
く
方
、
玉
城

町
に
思
い
を
寄
せ
ら
れ
る
方
の
総
称
で

元
気
で
す
た
ま
き
委
員
会
で
策
定
す
る

「
玉
城
町
ふ
く
し
力
向
上
計
画
」
で
提

唱
す
る
言
葉
で
す
。
多
く
の
来
場
者
に

参
加
い
た
だ
き
、
こ
の
場
所
か
ら
動
か

ず
一
生
懸
命
貼
っ
て
く
れ
る
小
さ
な
お

粘
着
性
の
あ
る
パ
ネ
ル
に
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の

キ
ャ
ッ
プ
を
貼
る
子
ど
も
た
ち

子
さ
ん
の
姿
も
あ
り
ま
し
た
。

　
文
字
は
、
様
々
な
人
を
表
す
よ
う
に

い
ろ
い
ろ
な
色
の
キ
ャ
ッ
プ
を
使
い
、

周
り
は
白
の
キ
ャ
ッ
プ
を
貼
り
、
文
字

が
し
っ
か
り
浮
か
び
上
が
る
よ
う
に
仕

上
げ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
制
作
し
た
パ
ネ
ル
は
保
健
福
祉
会
館

ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル
ロ
ビ
ー
で
し
ば
ら
く

展
示
し
ま
す
。
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仕
事
体
験
を
前
に
お
仕
事
セ
ミ
ナ
ー

玉
城
中
学
校

年
々
盛
り
上
が
る
楽
笑
会

車
い
す・ア
イ
マ
ス
ク
使
い
福
祉
体
験

下
外
城
田
小
学
校

　
今
年
度
も
地
域
の
高
齢
者
と
子
ど
も

達
、
ま
た
民
生
委
員
な
ど
地
域
の
方
た

ち
が
交
流
の
場
を
持
つ
『
楽
笑
会
』
を

６
月
に
有
田
小
学
校
と
下
外
城
田
小
学

校
に
お
い
て
開
催
し
ま
し
た
。

　
【
有
田
小
学
校
（
参
加
者
52
名
）】

16
日
、
小
学
6
年
生
の
授
業
内
（
５
、

６
限
目
）
で
行
い
ま
し
た
。

　
交
流
の
時
間
は
、
子
ど
も
た
ち
の
企

画
で
「
玉
城
の
ク
イ
ズ
」
を
出
題
し
、

参
加
者
の
方
々
が
○
×
で
答
え
る
も
の

で
し
た
。

　
参
加
者
の
中
に
は
、
子
供
た
ち
に
昔

の
話
を
し
て
あ
げ
よ
う
と
里
芋
を
持
っ

て
こ
ら
れ
る
方
も
お
見
え
に
な
り
、
最

後
に「
い
つ
も
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
が
立
派
で
楽
し
み
で
す
。」

と
言
葉
も
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
子
ど
も
た

ち
も
色
々
と

企
画
し
て
く

れ
、
楽
し
い

時
間
を
過
ご

す
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。

　
玉
城
中
学
校
で
は
、
２
学
期
の
仕
事

体
験
を
前
に
２
年
生
（
１
７
８
名
）
が

県
社
会
福
祉
協
議
会
の
実
施
す
る
「
お

仕
事
セ
ミ
ナ
ー
」
を
６
月
20
日
、
同
中

学
校
体
育
館
で
受
講
し
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
当
協
議
会
か
ら
２
名
、

町
生
活
福
祉
課
か
ら
１
名
の
職
員
が
出

て
講
師
役
を
務
め
、
日
常
生
活
の
様
々

な
場
面
で
福
祉
は
頼
ら
れ
る
仕
事
と
分

か
り
や
す
く
説
明
し
、
実
際
の
現
場
で

の
や
り
が
い
や
楽
し
さ
、
体
験
談
を
実

際
の
声
と
し
て
届
け
ま
し
た
。こ
の
後
、

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
全
員
で
楽
し
み

ま
し
た
。

　
生
徒
か
ら
は
、
ど
の
よ
う
な
人
が
福

祉
の
仕
事
に
は
向
い
て
い
ま
す
か
と
質

問
が
あ
り
、〝
誰
で
も
で
き
ま
す
。
特

に
人
と
関
わ

る
こ
と
が
好

き
な
人
は
、

ぜ
ひ
選
ん
で

欲
し
い
〟
と

言
葉
を
送
り
、

セ
ミ
ナ
ー
を

締
め
く
く
り

ま
し
た
。

　
下
外
城
田
小
学
校
で
６
月
９
日
、
４

年
生
（
25
名
）
を
対
象
に
福
祉
体
験
授

業
が
行
わ
れ
、
当
協
議
会
か
ら
西
野
事

務
局
長
ら
が
出
席
し
て
福
祉
の
話
の
ほ

か
、
車
い
す
の
操
作
方
法
、
ア
イ
マ
ス

ク
を
使
っ
た
視
覚
障
が
い
者
の
ガ
イ
ド

ヘ
ル
プ
の
仕
方
な
ど
指
導
に
あ
た
り
ま

し
た
。

　
こ
の
日
の
児
童
は
、
実
際
に
体
験
す

る
こ
と
で
障
が
い
は
ど
の
よ
う
な
こ
と

な
の
か
、
不
自
由
な
こ
と
と
は
ど
う
い

う
こ
と
な
の
か
な
ど
学
び
取
っ
て
く
れ

ま
し
た
。

　
体
験
の
後
は
、
い
ろ
ん
な
質
問
を
寄

せ
て
く
れ
ま
し
た
が
、
特
に
そ
の
説
明

の
中
に
あ
っ
た
、
障
が
い
者
は
〝
特
別

な
見
方
を
し
て
欲
し
く
な
い
、
普
通
に

接
し
て
欲
し
い
〟
と
投
げ
か
け
た
言
葉

が
印
象
に
残
っ
た
様
子
で
し
た
。

【
下
外
城
田
小
学
校
（
参
加
者
45
名
）】

　

土
曜
日

授
業
と
な

っ
た
20
日
、

早
く
か
ら

６
年
生
の

児
童
は
参

加
者
を
迎

え
る
た
め
、

会
場
の
準

備
を
行
っ
て
く
れ
て
い
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
は
事
前
に
役
割
を
決
め

て
お
り
、
会
が
始
ま
る
と
、
内
容
を
ス
ム

ー
ズ
に
進
め
、
交
流
の
時
間
も
「
昔
の
遊

び
を
一
緒
に
楽
し
も
う
」
と
み
ん
な
が
楽

し
め
る
も
の
を
企
画
し
、
し
っ
か
り
取
り

組
ん
で
き
た
こ
と
が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
も
自
分
た
ち
の
企
画
で
参
加

者
が
笑
顔
に
な
っ
て
い
る
こ
と
に
喜
び
を

感
じ
て
い
た
よ
う
で
す
。

　
高
齢
者
へ
の
配
慮
や
声
掛
け
も
積
極
的

で
、全
員
で
楽
し
む
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

参
加
い
た
だ
い
た
方
は
、「
１
週
間
も
、

１
か
月
も
前
か
ら
楽
し
み
に
し
て
い

た
。
子
供
た
ち
の
笑
顔
の
素
晴
ら
し
さ

が
嬉
し
い
。」
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
み
え

ま
し
た
。

　
ま
た
両
日
と
も
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
虹

の
会
の
方
々
が
美
味
し
い
水
よ
う
か
ん

を
作
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
２
学
期
に
は
、
田
丸
小
学
校
、
外
城

お仕事セミナーの様子（玉城中）

福祉体験教室（下外城田小）

楽笑会（有田小）

楽笑会（下外城田小）

田
小
学
校
で
の
開
催
を
予
定
し
て
い
ま

す
。
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平
成
27
年
度

シ
ニ
ア
生
き
生
き
チ
ャ
レ
ン
ジ
教
室

平
成
27
年
度
音
訳
奉
仕
者
養
成
講
習
会

ホ
ッ
と
サ
ー
ク
ル

潜
在
的
有
資
格
者
等
再
就
業
促
進
研
修

研
修
及
び
講
習
会
参
加
者
募
集

　
介
護
の
合
間
に
ホ
ッ
と
し
た
時
間
作

り
を
し
ま
せ
ん
か
？
ホ
ッ
と
サ
ー
ク
ル

は
日
頃
の
介
護
疲
れ
の
予
防
・
解
消
に

在
宅
介
護
者
、
ま
た
介
護
者
Ｏ
Ｂ
の
方

を
対
象
と
し
た
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
事
業
で

す
。

　
年
に
4
回
、
い
ろ
い
ろ
な
内
容
で
行

っ
て
い
ま
す
。
今
回
は
こ
の
梅
雨
の
時

期
を
楽
し
む
べ
く
、
勢
和
多
気
の
紫
陽

花
を
散
策
し
に
出
か
け
ま
し
た
。
休
み

の
な
い
介
護
、
同
じ
悩
み
や
境
遇
、
ま

た
、
情
報
交
換
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
話

で
盛
り
上
が
り
、
き
れ
い
に
咲
い
て
い

る
紫
陽
花
に
負
け
じ
と
、
お
話
に
も
花

が
咲
い
て
お
り
ま
し
た
。

　

こ
の
ホ
ッ
と
サ
ー
ク
ル
を
通
じ
て
、

が
ん
ば
り
過
ぎ
な
い
介
護
を
目
指
し
、

こ
の
ひ
と
と
き
が
明
日
か
ら
の
元
気
に

な
り
ま
す
よ
う
に
。

　
介
護
の
資
格
を
お
持
ち
の
方
が
再
び

介
護
現
場
で
仕
事
を
し
て
い
た
だ
き
た

め
に
、
介
護
の
現
状
を
知
り
介
護
技
術

を
再
確
認
し
て
い
た
だ
く
研
修
を
開
催

し
ま
す
。

期
日
：
平
成
27
年
９
月
９
日
（
水
）、

16
日
（
水
）
及
び
施
設
演
習　
１
日
間

会
場
：
松
阪
市
橋
西
地
区
市
民
セ
ン
タ

ー　
大
会
議
室
（
松
阪
市
川
井
町
７
７

５
番
地
10
）

対
象
：
介
護
福
祉
士
、
介
護
職
員
初
任

者
研
修
（
旧
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
２
級
）

等
の
有
資
格
者
で
、
介
護
・
福
祉
分
野

に
就
業
を
し
て
い
な
い
方

申
込
み
締
切
：
平
成
27
年
８
月
31
日

（
月
）
必
着

参
加
費
：
無
料

※
詳
し
い
内
容
等
は
三
重
県
福
祉
人
材

セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

【
申
込
み
・
お
問
合
せ
】

　
三
重
県
社
会
福
祉
協
議
会　
三
重
県

福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー

　
TEL
０
５
９-

２
２
７-

５
１
６
０

　
FAX
０
５
９-

２
２
２-

０
１
７
０

　
健
康
に
生
活
さ
れ
て
い
る
シ
ニ
ア
の

高
い
就
労
意
欲
と
経
験
技
能
を
生
か

し
、「
居
場
所
」
と
「
出
番
」
を
つ
く

る
こ
と
で
介
護
現
場
へ
の
再
就
労
に
繋

げ
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
研
修
を
開
催

し
ま
す
。

期
日
：
平
成
27
年
９
月
４
日
（
金
）、

７
日
（
月
）、10
日
（
木
）、14
日
（
月
）

及
び
施
設
で
の
体
験
学
習
２
日
間
、
交

流
会
１
日
間

会
場
：
伊
勢
市
観
光
文
化
会
館
４
階　

大
会
議
室
（
伊
勢
市
岩
淵
１
丁
目
１-

15
）

対
象
：
三
重
県
内
に
居
住
す
る
概
ね
75

歳
未
満
の
高
齢
者
で
、
地
域
で
の
社
会

貢
献
活
動
や
介
護
職
場
で
フ
ル
タ
イ
ム

や
週
２
～
３
回
の
パ
ー
ト
タ
イ
ム
で
働

く
意
欲
を
持
っ
て
見
え
る
方
。

申
込
み
締
切
：
平
成
27
年
８
月
24
日

（
月
）
必
着

参
加
費
：
無
料

※
詳
し
い
内
容
等
は
三
重
県
福
祉
人
材

セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

【
申
込
み
・
お
問
合
せ
】

　
三
重
県
社
会
福
祉
協
議
会　
三
重
県

福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー

　
TEL
０
５
９-

２
２
７-
５
１
６
０

　
FAX
０
５
９-

２
２
２-
０
１
７
０

　
視
覚
障
が
い
者
の
読
書
環
境
の
支
援
と

福
祉
の
増
進
を
図
る
た
め
に
、音
訳
技
術

（
聞
き
取
り
や
す
い
読
み
の
技
術
）の
基
礎

を
学
び
、録
音
図
書
の
製
作
等
に
携
わ
っ

て
い
た
だ
く
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

期
日：平
成
27
年
９
月
14
日（
月
）、15
日（
火
）、

18
日（
金
）、
25
日（
金
）、
29
日（
火
）（
５
日
間
）

会
場
：
三
重
県
視
覚
障
害
者
支
援
セ
ン

タ
ー　

大
研
修
室
（
津
市
桜
橋
２
丁
目

１
３
１　
三
重
県
社
会
福
祉
会
館
１
階
）

受
講
対
象
者
：
原
則
以
下
の
項
目
に
全

て
該
当
す
る
方

　
①
視
覚
障
が
い
者
の
福
祉
に
理
解
と

　
　
熱
意
の
る
方

　
②
す
べ
て
の
講
習
会
に
参
加
で
き
る
方

　
③
音
訳
の
経
験
が
な
い
方

　
④
パ
ソ
コ
ン
の
使
用
が
で
き
る
方

　
⑤
本
講
習
会
終
了
後
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

　
　
ア
と
し
て
活
動
意
欲
の
あ
る
方

申
込
み
締
切
：
平
成
27
年
８
月
21
日

（
金
）
必
着

受
講
料
：
無
料
（
た
だ
し
、
テ
キ
ス
ト

代
必
要
）

※
詳
し
い
内
容
等
は
三
重
県
視
覚
障
害
者
支
援

セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
申
込
み
・
お
問
合
せ
】

　
三
重
県
視
覚
障
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー

　
TEL
０
５
９-

２
１
３-

７
３
０
０

　
FAX
０
５
９-

２
２
８-

８
４
２
５

紫陽花を楽しむ参加者



日本赤十字社玉城町分区よりお知らせ

心配ごと相談　毎月10日、20日、30日　13：00～15：00
予約不要　相談員：民生児童委員、人権擁護委員、行政相談員

受付期間：平成27年12月25日（金）まで
支援方法：郵便振替（ゆうちょ銀行・郵便局）
　　　　 口座記号番号/00900-6-208120
　　　　 口座加入者名/日赤口永良部島噴火災害義援金
問合せ先：日本赤十字三重県支部組織振興課
　　　　 TEL059-227-4145　FAX059-227-6245
※ゆうちょ銀行・郵便局窓口で取り扱いの場合、振替手数料は免除
　されます。
※受領証を希望される方は、通信欄に「受領証希望」と記載ください。

身近な社協相談窓口ご案内

屋久島町口永良部島新岳噴火災害義援金

（玉城町保健福祉会館）

日赤募金ご協力のお礼
５月から区長様を通じ皆様にご協力頂きました募金は、1,582,500 円（平成 27 年６月末現在）

となりました。皆様の温かいご支援、ご協力に感謝いたします。ありがとうございました。
なお、ご協力いただいた募金は、日本赤十字社　三重県支部を通じ「災害救助活動」や「国際

活動」など赤十字の活動資金に活用されるほか、今年度行う「福祉体験教室」や「社会福祉大会」
の事業費として町福祉活動へ交付されます。

被災者救護活動
火災・風水害・地震、その他の自然災害により人や家屋に被害があった場合に、日本赤十字

社三重県支部から見舞金・弔慰金・緊急セットなどが支給されます。

ご寄附ありがとうございました。（４月～６月）

　日本赤十字社への募金がコンビニエンスストアに
ある情報端末を使って簡単に行うことが出来ます。
　現在、出来るのは、ファミリーマートとローソ
ンの端末機です。
　この端末は、チケットの購入などに使われてい
るもので、タッチパネルで寄付先や寄付額を選び、
レジで支払う仕組みです。
　手数料は、かかりません。
　さらに、身近で便利に募金
をお寄せいただくことが出来
るようになりました。

中
国
残
留
孤
児
の
父
と
い
わ
れ
た
山
本
慈
昭
が
生

涯
を
孤
児
た
ち
の
肉
親
探
し
に
さ
さ
げ
、
献
身
的
な

愛
で
さ
さ
え
た
感
動
の
物
語
を
映
画
化
。「
七
粒
の

声
の
会
」（
代
表
阪
村
幸
代
）
が
次
の
と
こ
ろ
で
自

主
上
映
会
を
開
催
し
ま
す
。（
玉
城
町
・
町
教
育
委
員

会
・
町
社
会
福
祉
協
議
会
・
町
遺
族
会
後
援
）

日
　
時　
９
月
６
日
（
日
）
午
後
２
時
～

場
　
所　
ハ
ー
ト
プ
ラ
ザ
み
そ
の
・
多
目
的
ホ
ー
ル

チ
ケ
ッ
ト　
上
映
協
力
金
と
し
て
前
売
り
８
０
０

円
・
当
日
１
０
０
０
円
、高
校
生
以
下
半
額
で
販
売
。

町
社
会
福
祉
協
議
会
で
取
り
扱
っ
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
、
同
会
（
☎
０
８
０-

１
６
０
０-

１

５
４
０
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

玉城町シルバー人材センター作業者募集

日本赤十字社 コンビニで
簡単タッチ募金

「
望
郷
の
鐘
」―
満
蒙
開
拓
団
の
落
日
―

上
映
会
の
ご
案
内

喫茶白ゆり 様 48,460円
プランニング・ニュー 様 7,000円
鳳城朋美音楽事務所 様 50,000円
鳳城朋美チャリティー歌謡ショー 夢舞台 様 44,453円

「今日も気分はニニ・ロッソ」三重実行委員会 様 20,330円
匿名（2名） 13,000円
匿名（1名）夢工房たまきへ  10,000円
元気バス募金箱 117,263円

　人材センターでは、現在下記の作業を行っていただく方を
募集しています。

しごとの内容 就業場所 日数・時間 人　　数
玉城町内での
清掃・洗濯 玉城町内施設 1か月に10日程度

1日7時間
女性の方3名
程度

※シルバー人材センターで就業していただくには、会員登
録が必要となります。（玉城町在住者、年齢 60 歳以上の方）
詳しくは、玉城町シルバー人材センター（TEL58-6915）へ
お電話ください。

ファミリーマートローソン


